
１
０
月
９
日(

木)

、
建
交
労
東
京
・

埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
共
催
で
、
埼
玉
県

の
大
宮
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
建
交
労
東
京
ト
ラ
ッ
ク
・
埼
玉

ト
ラ
ッ
ク
部
会
よ
り
１
０
名
、
栃
木
ト

ラ
ッ
ク
部
会
よ
り
１
名
、
新
聞
記
者
様

３
名
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
医
療
生
協
さ
い
た

ま
様
よ
り
４
名
の
保
健
師
、
計
１
８
名

で
の
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
行
動
前
に
、

保
健
師
の
方
々
に
向
け
て
「
ト
ラ
ッ
ク

運
輸
産
業
で
働
く
労
働
者
の
現
状
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会

前
山
事
務
局
長
が
学
習
会
を
行
い
、
ト

ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
が
果
た
す
役
割
や
過

酷
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
実
態
を
共
有

し
ま
し
た
。
１
０
時
よ
り
集
会
を
行
い
、

上
村
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
事
務
局
長
、

鈴
木
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
長
、
医
療
生

協
さ
い
た
ま
稲
村
様
よ
り
お
話
を
頂
き
、

行
動
を
ス
タ
ー
ト
。
ト
ラ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
・
ド
ラ
イ
バ
ー
健
康
チ
ェ
ッ
ク

・
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
清

掃
等
を
行
い
ま
し
た
。
実
態
調
査
で
は
、

法
改
正
以
降
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
労
働

実
態
の
中
で
、
今
後
の
生
活
を
不
安
視

す
る
声
や
、
４
３
０
休
憩
（
４
時
間
連

続
運
転
に
対
し
３
０
分
の

休
憩
義
務
）
を
確
実
に
行

う
た
め
Ｔ
Ｓ
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
な
ど
の
休
憩
施
設
を
も
っ

と
拡
充
し
て
欲
し
い
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
は
、
高
血
圧
や
慢
性

的
な
睡
眠
不
足
な
ど
、
ド

ラ
イ
バ
ー
特
有
の
健
康
実

態
が
分
か
り
ま
し
た
。
ト

ラ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

５
３
筆
を
集
約
、
１
０
名

の
方
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

今
か
ら
８
０
年
前
、
１
９
４
５
年
８

月
９
日
長
崎
市
、
そ
の
日
は
午
前
中
か

ら
鳴
り
響
い
て
い
た
空
襲
警
報
が
、
お

昼
前
に
解
除
さ
れ
、
人
々
は
午
後
の
活

動
を
再
開
し
よ
う
し
て
い
た
。
そ
ん
な

時
、
空
か
ら
数
機
の
飛
行
機
の
音
を
聞

い
た
人
達
が
い
た
。
直
後
、
眩
い
光
に

包
ま
れ
、
場
所
に
よ
っ
て
は
一
瞬
で
大

火
傷
を
負
い
何
か
よ
く
分
か
ら
な
い
力

で
突
き
飛
ば
さ
れ
、
窓
ガ
ラ
ス
が
一
瞬

で
粉
々
に
な
り
、
木
造
家
屋
は
薙
ぎ
倒

さ
れ
た
（
衝
撃
波
に
よ
る
）
。
そ
の
後
、

凄
ま
じ
い
爆
風
と
爆
風
に
よ
っ
て
飛
散

し
た
物
が
襲
っ
て
き
た
。
人
類
史
上
２

回
目
の
原
爆
の
投
下
、
爆
発
に
よ
っ
て

発
生
し
た
火
球
の
表
面
温
度
は
約
７
０

０
０
℃
と
太
陽
の
表
面
よ

り
も
高
い
温
度
で
、
直
下

に
い
た
人
々
は
一
瞬
に
し

て
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た
。

無
傷
や
軽
傷
で
逃
れ
た
人
々

に
も
、
黒
い
雨
が
降
り
注

い
だ
。
原
爆
投
下
で
長
崎

で
は
１
９
４
５
年
末
ま
で

に
７
万
４
千
人
が
死
亡
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
被
爆
か
ら
１
０

日
以
内
に
亡
く
な
っ
て
い

る
。
日
本
被
団
協
代
表
委

員
の
田
中
照
巳
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
山
の
向
こ
う
（
市

の
中
心
部
）
で
大
火
災
が

発
生
し
て
い
る
様
に
思
え

た
と
の
こ
と
。
救
護
所
と

な
っ
て
い
た
小
学
校
に
は
負
傷
し
た
人

達
が
次
々
と
運
び
込
ま
れ
て
い
た
が
、

医
者
や
看
護
婦
は
お
ら
ず
、
次
々
と
息

を
引
き
取
っ
て
い
っ
て
い
る
状
態
。
８

月
１
２
日
に
伯
母
が
危
篤
と
の
情
報
が

あ
り
、
森
を
抜
け
て
市
街
地
へ
行
く
途

中
、
野
原
が
真
っ
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い

る
の
を
見
て
大
変
な
事
が
起
こ
っ
た
と

実
感
し
た
。
家
が
立
っ
て
い
た
場
所
に

は
沢
山
の
遺
体
が
あ
り
、
倒
壊
し
た
建

物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
々
が
助
け
を

求
め
て
い
た
が
田
中
さ
ん
は
心
の
目
を

閉
じ
る
思
い
で
先
を
急
い
だ
。
よ
う
や

く
た
ど
り
つ
い
た
伯
母
の
家
で
目
に
し

た
の
は
「
黒
い
炭
の
様
に
な
っ
た
か
つ

て
人
間
だ
っ
た
モ
ノ
」
に
、
変
わ
り
果

て
て
し
ま
っ
て
い
た
伯
母
と
従
兄
弟
の

姿
だ
っ
た
。
田
中
さ
ん
は
当
時
、
軍
国

少
年
で
「
戦
争
の
為
に
命
が
無
く
な
る

事
は
や
む
を
得
な
い
事
だ
」
と
思
っ
て

い
た
が
、
原
爆
の
人
間
と
し
て
生
き
る

事
も
死
ぬ
事
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
現

実
を
目
の
前
に
し
て
「
そ
ん
な
の
は
違

う
。
」
と
い
う
想
い
が
湧
き
上
が
っ
た
。

８
月
１
５
日
終
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
は
原

爆
投
下
へ
の
世
界
的
批
判
を
恐
れ
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
広
島
・
長
崎
へ
の
立
ち
入

り
を
禁
止
し
た
。
被
爆
に
よ
る
放
射
線

障
害
に
苦
し
む
人
々
が
多
く
い
る
中
、

ア
メ
リ
カ
は
「
原
爆
の
後
遺
症
な
ど
と

い
う
も
の
は
無
い
」
と
し
日
本
政
府
も

追
従
し
た
。
救
護
所
は
３
ヶ
月
で
閉
鎖

さ
れ
、
ま
る
で
被
爆
者
は
一
人
で
も
多

く
居
な
く
な
っ
て
く
れ
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
対
応
だ
っ
た
。
放
射
能
に
よ
る
障

害
は
、
原
因
不
明
の
感
染
性
の
病
気
の

様
に
扱
わ
れ
、
た
だ
の
怠
け
病
だ
と
揶

揄
さ
れ
差
別
さ
れ
た
。
原
爆
の
放
射
能

に
よ
る
症
状
で
あ
る
と
明
る
み
に
出
た

の
が
、
１
９
５
４
年
ビ
キ
ニ
環
礁
で
核

実
験
に
よ
り
被
曝
し
た
焼
津
の
マ
グ
ロ

漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
の
事
故
を
き
っ

か
け
に
反
原
水
爆
の
運
動
広
が
り
被
団

協
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
だ
っ
た
。

日

本
被
団
協
代
表
委
員
で
元
建
交
労
組
合

員
だ
っ
た
田
中
重
光
さ
ん
は
「
被
爆
９

０
年
に
は
私
は
い
ま
せ
ん
か
ら
」
と
語
っ

て
い
る
。

今
生
き
て
い
る
私
達
に
で
き
る
事
は
、

被
爆
者
の
心
、
遺
志
に
寄
り
添
い
、
戦

争
や
原
爆
の
悲
惨
さ
生
き
と
し
生
け
る

も
の
全
て
の
命
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝

え
、
核
兵
器
が
世
界
か
ら
な
く
な
る
日

が
来
る
ま
で
、
核
廃
絶
へ
の
声
を
上
げ

続
け
る
事
で
あ
ろ
う
。

【
鉄
道
東
京
地
本

秋
山

哉
保
】
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建
交
労
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
共
催

１
０
・
９

ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動

開
催



７
月
２
６
日(

土
・
祝)

、

神
田
支
部
本
社
４
Ｆ
の
研
修

室
に
て
、
建
交
労
首
都
圏
運

輸
基
本
集
団
交
渉
団
第
１
９

回
夏
季
学
習
会
を
開
催
し
、

東
京
・
埼
玉
部
会
を
は
じ
め

関
西
合
同
支
部
・
鹿
児
島
県

本
部
な
ど
リ
モ
ー
ト
参
加
を

合
わ
せ
、
全
体
で
３
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
鈴

木
事
務
局
長(

埼
玉
合
同
支

部)

の
開
会
挨
拶
と
上
村
集

団
交
渉
団
長
の
挨
拶
の
後
、

三
多
摩
法
律
事
務
所
の
村
松

暁
弁
護
士
よ
り
「
み
せ
か
け

の
歩
合
給
に
歯
止
め
を(

サ

カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
事
例)

」

と
い
う
題
目
で
講
義
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
訴
訟
の
経
過
等

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
労
働
者

が
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
に
よ
っ
て

残
業
代
を
不
当
に
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
と
会
社
（
サ
カ
イ
）
を
提
訴
。

賃
金
体
系
が
法
的
に
妥
当
な
の
か
ど

う
か
を
争
う
裁
判
で
す
。
村
松
弁
護

士
は
「
売
上
高
や
作
業
件
数
等
を
成

果
と
す
る
賃
金
体
系
は
容
認
さ
れ
る

が
、
本
来
払
う
べ
き
割
増
賃
金
を
低

く
抑
え
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
同

様
の
賃
金
体
系
を
採
用
し
て
い
る
企

業
に
お
い
て
、
大
変
重
要
な
判
例
に

な
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。
講
義
後

の
質
疑
応
答
で
は
「
年
俸
制
を
採
用

し
て
い
る
会
社
で
は
残
業
代
や
歩
合

が
適
切
に
払
わ
れ
て
い
な
い
と
伺
っ

て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
場
合
も
適

切
な
額
を
請
求
出
来
る
の
か
？
」
な

ど
複
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
集
団
交
渉
団
長

上
村

誠
】

７
月
２
２
日
、
中
部
一
般
支

部
・
中
西
部
民
間
分
会
は
、
恒

例
の
暑
気
祓
い
を
７
名
で
行
い

ま
し
た
。
場
所
は
、
松
田
委
員

長
の
元
職
場
、
旧
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
が
見
渡
せ
る
居
酒
屋
。
連

日
の
酷
暑
に
も
め
げ
ず
仲
間
の

元
気
な
姿
を
見
る
の
は
楽
し
い

も
の
で
す
。
参
院
選
挙
の
結
果

を
受
け
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
戦

争
の
恐
れ
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
、
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
や
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト

は
、
世
界
の
安
定
や
平
和
を
脅

か
す
等
の
意
見
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
改
憲
勢
力
は
改
憲
発
議
に

必
要
な
３
分
の
２
超
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
参
政
党
は
天
皇
を
中
心
と
し

た
戦
前
の
日
本
に
回
帰
す
る
も
の
で

今
の
日
本
国
憲
法
と
は
相
い
れ
ま
せ

ん
。
平
泉
さ
ん
が
端
正
込
め
て
育
て

た
夏
野
菜
と
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
の
お
土

産
を
頂
き
、
熱
中
症
に
負
け
な
い
で

本
番
の
夏
を
ガ
ン
バ
ロ
ー
と
誓
い
合

い
ま
し
た
。
【
中
部
一
般
支
部
・
中

西
部
民
間
分
会

廣
川

陽
子
】
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８
月
３
０
日
～
３
１
日
「
大
幅
賃
上

げ
・
雇
用
と
仕
事
を
守
る
運
動
を
広
げ

よ
う
、
全
組
合
員
が
参
加
す
る
要
求
闘

争
・
組
織
活
動
へ
」
を
テ
ー
マ
に
第
２

７
回
建
交
労
中
央
定
期
大
会
が
群
馬
県

磯
部
温
泉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

に
挨
拶
を
し
た
足
立
浩
（
ゆ
た
か
）
執

行
委
員
長
は
「
要
求
闘
争
で
大
幅
賃
上

げ
４
万
円
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
政

治
闘
争
・
要
求
闘
争
を
不
可
分
の
課
題

と
し
て
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
年

６
月
に
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
法
が
成
立
し

た
。
１
９
９
０
年
に
規
制
緩
和
が
行
わ

れ
て
か
ら
３
５
年
大
き
な
変
革
と
な
っ

た
。
建
交
労
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
と
建

交
労
中
央
運
輸
労
使
協
議
会
が
長
年
求

め
て
き
た
『
国
に
必
要
最
低
限
の
コ
ス

ト
・
適
正
原
価
を
示
す
こ
と
』
を
明
記

さ
せ
た
。
業
界
団
体
で
あ
る
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
運
輸
労
連
・
交
通
労
連

・
建
交
労
の
労
組
３
単
産
が
共
同
で
成

立
に
向
け
て
奮
闘
し
協
力
共
同
す
る
政

党
が
国
会
追
及
し
た
成
果
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
業
種
で
の
統
一
要
求
作
成
が

求
め
ら
る
。
今
年
は
被
爆
８
０
年
、
失

業
と
貧
乏
と
戦
争
に
反
対
し
て
き
た
歴

史
を
も
つ
建
交
労
の
取
り
組
み
を
更
に

強
化
し
よ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
廣

瀬
書
記
長
の
方
針
提
案
な
ど
議
案
提
案

の
後
、
会
場
か
ら
各
業
種
の
活
動
を
中

心
に
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
神
田
支
部

が
組
織
拡
大
年
間
１
５
２
名
を
達
成
し

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
宣
言
等
を

含
め
全
て
の
議
案
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
来
年
は
栃
木
県
宇
都
宮
で
開
催
予
定
。
）

７
月
３
０
日
（
水
）
東
京
建
設
・
関

連
部
会
は
、
都
本
部
主
催
の
宣
伝
行
動

を
中
野
駅
北
口
広
場
で
開
催
し
、
御
馴

染
み
と
な
っ
た
建
築
設
計
支
部
い
し
ず

え
分
会
の
六
神
要
さ
ん
に
よ
る
三
線
の

演
奏
と
歌
声
が
、
中
野
の
夜
を
華
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。
建
設
・
関
連
部
会
の

仲
間
の
他
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
神

田
支
部
の
仲
間
も
駆
け
付
け
、
テ
ッ
シ
ュ

ビ
ラ
を
配
布
し
な
が
ら
労
働
組
合
へ
の

加
盟
を
呼
び
か
け
、
建
築
士
、
ビ
ル
メ

ン
技
術
者
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
界
な

ど
、
建
設
業
界
で
働
く
組
合
組
織
の
各

代
表
が
、
低
賃
金
や
長
時
間
労
働
な
ど

の
諸
課
題
を
一
緒
に
改
善
し
よ
う
と
訴

え
ま
し
た
。
建
築
士
の
視
点
か
ら
環
境

問
題
の
改
善
を
提
起
す
る
金
田
正
夫
建

築
士
は
「
２
０
５
０
年
に
は
地
球
資
源

が
枯
渇
し
て
し
ま
う
。
ま
や
か
し
の
省

エ
ネ
で
は
な
く
、
今
あ
る
建
物
を
改
修

し
て
生
か
す
な
ど
、
な
る
べ
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
わ
な
い
『
省
資
源
』
の
建
設

業
界
に
シ
フ
ト
す
べ
き
。
」
と
訴
え
ま

し
た
。
連
日
３
０
℃
を
超
え
る
暑
さ
は

地
球
温
暖
化
の
表
れ
と
実
感
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
中
野
駅
前
は
た
く
さ
ん
の

駅
利
用
客
が
行
き
交
い
３
５
０
枚
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ビ
ラ
は
３
０
分
で
完
配
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
、
自
民
党
裏
金
問
題
を

鋭
く
批
判
し
た
同
支
部
の
伏
谷
政
幸
建

築
士
作
詞
に
よ
る
「
裏
金
賛
歌
」
を
歌

声
の
仲
間
が
合
唱
し
、
道
行
く
人
か
ら

手
拍
子
を
頂
く
な
ど
共
感
を
呼
び
ま
し

た
。
次
回
は
１
１
月
１
９
日
（
水
）
１

９
時
～
夏
と
同
じ
場
所
の
中
野
駅
北
口

で
宣
伝
行
動
を
開
催
予
定
で
す
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

■１１月 ６日（木）１０時～秋の中央行動

（業種部会）・ゼネコン要請／国交省前

■１１月 ８日（土）～９日（日）建交労中央

女性部定期大会in東京／中央本部６階会議室

■１１月 ９日（日）１４時～東京地評青年協

東京ジャック／池袋東口五差路交差点

■１１月 ９日（日）１３時半～第１１回はた

らく女性の東京集会／エデュカス東京７Ｆ

ホール

■１１月１１日（火）～１２日（水）～第３８

回日本高齢者大会ｉｎさいたま

■１１月１５日（土）１３時～１８回東京働く

ものの権利討論集会／ラパスホール

■１１月１９日（水）１５時～秋の労働局交渉

／九段下合同庁舎１１階会議室

■１１月２３日（日）～２４日（月・振休）中

央本部２６春闘討論集会／サンバレー冨士見

■１２月 ７日（日）１３時～東京都本部２６

春闘討論集会／エデュカス東京

組合掲示板


